
幼児の自然体験型環境学習プログラム

メッセージ

幼児 34 人 ／ 支援者 4 人

森･社寺林･
公園 山･里山 川 湖･池

田畑･
野原

園庭･
公園

プログラム名
おしゃれな服を作って一緒に遊ぼう！

対象年齢 5歳児

ね
ら
い

木や葉っぱも一つひとつ違って生きていることに気づく

発見・体
感

できるこ
と

・葉っぱの色、形の違い
・木の気持ち
・木の太さ、感触の違い
・自然の中で遊ぶことを楽しむ

参加者のめやす

実施時間 30分

フィールド

実施可能時期

自然を感じる
ためのヒント

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

０：００

０：０５

０：１０

①神社内を散策しながら
　葉っぱを拾う
　(袋に入れる)

②３つのグループに
　分かれて、服を着せた
　い木を選ぶ
　・木について話す
　・木を探す

③服をつくる
　・真ん中でグループ
　　ごとに作る
　・できた服を紹介
　　しながら木につける

・葉っぱの色や形の違いに気づけるような
　声掛けをする。
・ドングリを投げたり、木の枝で戦いごっこ
　など危険なことをしないように声を掛ける

・木の太さや感触の違いに気づけるような
　声掛け
・グループで話せるような配慮をする

・模様や色、形などを考えて作れるように
　声を掛ける
・グループに1人は支援者がつく
・葉っぱが足りなければ、拾いに行っても
　良いことを伝える
・グループごとの服の違いを伝える。

・白のポリ袋、ビニール袋　34枚+5枚(予備)

・テープ台9台(3台×3)

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

０：１７

０：２７

④木を囲んで「かごめ
　かごめ」をする
　・最初は鬼なしで、
　　木の正面に来た子が
　　鬼になる
　・動物の鳴き声で誰か
　　を当てる
　・最後に「ありがとう」
　　のハグをする

⑤支援者の話を聞く
　・ふりかえり
　・木の声を聞く

・木に手をあてながら、目は必ずつぶること
　を伝える
・動物の鳴き声でヒントが分かるようにする
・グループに1人は支援者がつく

・ふりかえりをして、自然に興味が向くよう
　な声掛けをする

【園や家庭へ帰ってから】
園で
・園の木に服を作ってあげる。　・園の木で「だるまさんが転んだ」などで遊ぶ。
・服だけでなく、ズボン、マフラーなども作ってあげる。　・自分の葉っぱの服をつくる。
・大きな葉っぱでお面作り。　・木とお話（紙コップの電話に耳をあてて）
・木に顔を作る（葉っぱなどで目や口をつける）　・窓に葉っぱを水で貼りつけてみる。
・人工物で服を作る（自然物との比較をする）
家庭で
・木に関する絵本や図鑑を読んでもらう。
・近所の神社で葉っぱ拾いなどして遊ぶ。
・家にある木に服をつくってあげる。

準備物・
教材等

かごめかごめのやり方

1回目
・鬼を決めずに、木を囲んで円になり、

かごめかごめをする。（歌ってまわる）

・木の正面になった人が最初の鬼

2回目
・鬼が木の正面に立ち、木に手をあて、

目隠しをする。

・周りの子は、歌を歌ってまわる。

・「うしろのしょうめん、だーれ？」で鬼の

後ろに来た子が、動物の鳴き声をしてヒ

ントを出す。

・鬼はヒントを聞いて、当てる。

・当たったら交代。外れたらもう1回鬼を


